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学校の”いま”を配信中！ 
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応
援
を
力
に
、
３
選
手
の
健
闘
光
る 

 

大
会
に
参
加
し
た
古
口
選
手
は
「
い

ざ
会
場
へ
入
る
と
、
予
想
以
上
の
緊
張

感
に
襲
わ
れ
、
実
力
を
発
揮
す
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
競
技
が

終
了
し
た
瞬
間
、
こ
れ
ま
で
の
練
習
や

指
導
し
て
く
れ
た
先
生
、
応
援
し
て
く

れ
た
仲
間
た
ち
の
こ
と
が
頭
に
浮
び

感
動
の
あ
ま
り
涙
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。」
と
話
し
て
く
れ
た
。 

栃木県立県央産業技術専門校本科 
愛称：栃木県産業技術大学校 
「産技大通信」編集委員会 
 
 
〒321-0905 
栃木県宇都宮市平出工業団地 48-4 
TEL：028-689-6374 
FAX：028-689-6377 
http://www.tochigi-it.ac.jp/ 

平
成

年
度
技
能
五
輪
全
国
大
会
が
栃
木
県

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
技
能
五
輪
全
国

大
会
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
能
を
身
に
つ
け
た
若
年
技

能
者
が
技
の
日
本
一
を
競
う
競
技
大
会
で
す
。 

平
成

年
度
入
校
生
（
現
在
高
校
２
年
）
は
在

校
中
に
栃
木
大
会
の
代
表
選
手
に
な
る
大
チ
ャ
ン

ス
。
地
元
開
催
の
大
会
で
技
能
五
輪
の
歴
史
に
名
を

刻
む
の
は
「
あ
な
た
」
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
入
校

を
待
っ
て
い
る
。 

 

技 能 五 輪 全 国 大 会  
栗原・早乙女・古口  出場  

【試験日程】 

○第４回一般入校試験 

 応募期間  

平成２７年３月１２日（木） 

～ ２４日（火） 

 試 験 日  

平成２７年３月２７日（金） 

 合格発表  

平成２７年３月３０日（金） 
 

【募集科】 

 ○機 械 技 術 科  

 ○制 御 シ ス テ ム 科  

 ○建 築 設 備 科  

 ○情報ネットワーク科  

※定員を満たした科につい

ての試験は実施しません。必

ず応募状況を県央産業技術

専門校へご確認の上応募し

てください。 
 

【応募に関する問い合わせ先】 

 栃木県立県央産業技術専門校 

総務課  

 keno-sgs@pref.tochigi.lg.jp 

 

入試情報 2015  
Admissions information 
 

日
本
一
へ
産
技
校
で
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」 

月

日
か
ら

月
１
日
に
か
け
愛
知
県
で
開
催
さ
れ
た
技
能
五
輪
全
国
大
会
に

本
校
か
ら
３
名
の
学
生
が
栃
木
県
代
表
選
手
（
今
大
会
は
８
職
種

選
手
）
と
し
て
出

場
し
た
。
３
名
と
も
栃
木
か
ら
応
援
に
駆
け
つ
け
た
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
声
援
を
背
に
、

全
力
で
大
会
に
挑
ん
だ
が
惜
し
く
も
入
賞
に
は
一
歩
及
ば
な
か
っ
た
。 

 実際の就職先で使用する実

習機材がそろっており、実践

的な技能の習得が出来ます。

だから就職後は即戦力として

バリバリ働けます。 

 もちろんテスト勉強は必要です

が、毎日の授業や実習を真面目に受

けているだけで、フォークリフトな 

○授業の中で資格をゲット 

○就職内定できた 
いつでも就職相談できるし、少人

数制なので、時間を気にせず話せた
ので、納得のいく企業を選択できた。 

産技校のカリキュラムは実

習が多く、習得するまで繰り

返し練習が出来るので、自然

と技能が身につきました。 

さらに学科は実技を通して

学ぶことが出来るので、無理

なく理解できました。 

○実習で身につく技能 

機械技術科 1年 青野 唯希也（宇都宮工業高卒） 

 若年者ものづくり競技大会の選手として

頑張って大会にチャレンジしたら敢闘賞を 

○厚生労働大臣から表彰される 

機械技術科 1年 青野 唯希也 

（宇都宮工業高卒） 

 ジョブカード・キャリア・

コンサルタントの資格を持っ

た先生が親身になって相談に

乗ってくれ、今まで気が付か

なかった自分の強みを発見

し、就活に自信を持って望め

ました。 

○就職心配なし 

 授業料は月額 19,800 円です

が、減免の制度があり、総務課

に家計の事を相談したら、授業

の減免が適用になりました。 

  
※ 減免には所得等の審査が必要です。詳

しくは総務課までご相談ください。 

○学費が楽になりました 

午前の部 10:00 ～ 12:00 

（受付 9:30～） 

午後の部 13:00 ～ 15:00 

（受付 12:30～） 

配管曲げに奮闘する古口選手 

ツアー形式で学校内

を案内します。 
 

・予約不要 

・誰でも参加ＯＫ 

○仕事に直結した設備 

ど数多くの資

格がとれまし

た。各種特別教

育、技能講習は

無料でした。 

受賞できまし

た。貰ってビッ

クリ！厚生労

働大臣名の賞

状でした。 

※平成２７年度の実施予定日 オープンスクール：5月 16日、6月 20日、７月 11日 一日体験学習：8月 20日 （実施日は変更する場合があります。事前にホームページでご確認ください。） 

 経験豊富な先生が多く、少人

数で技能レベルごとに懇切丁

寧な指導を受けられるので、未

経験者でも技能向上間違いな

し。 

○個別指導が受けられる 

栃
木
県
公
館
で
行
わ
れ
た
栃
木
県
選
手
結
団
式
で
健
闘
を
誓
う

３
選
手
、
左
か
ら
栗
原
選
手
（
那
須
高
卒
）
・
早
乙
女
選
手
（
鹿

沼
商
工
高
卒
）
・
古
口
選
手
（
宇
都
宮
商
業
高
卒
） 

技能五輪全国大会（愛知県）開会式 

mailto:keno-sgs@pref.tochigi.lg.jp
mailto:keno-sgs@pref.tochigi.lg.jp
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見
事
優
勝
に
輝
い
た
の
は
、
建
築
設

備
科
１
年
生
の
宇
野
太
郎
君
で
し

た
。
こ
の
結
果
に
、「
見
に
来
て
く
れ

た
方
全
員
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
」

と
、
コ
メ
ン
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

産
技
校
の
年
に
一
度
の
祭

典
「
産
技
大
祭
」
が
、 

月
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
大
盛

況
の
産
技
大
祭
。
例
年
人
気
の

「
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」、「
も
の

づ
く
り
体
験
教
室
」
は
今
年
も

多
く
の
方
に
来
場
頂
き
、
大
盛

り
上
が
り
で
し
た
。
ま
た
、
今

回
か
ら
産
技
大
祭
の
目
玉
の

一
つ
と
し
て
開
催
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
、
「
イ
ケ
メ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
」
も
多
く
の
人
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

エキスパートへの道 

今
年
度
か
ら
本
格
始
動
し
た
「
も

の
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
。
テ
ー
マ
は
、「
ミ
ニ
蒸
気
機
関
車

が
産
技
校
を
走
る
」
で
す
。
平
成 

年

の
完
成
を
目
指
し
、
学
校
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

現
在
は
、
機
械
技
術
科
が
中
心
と

な
っ
て
機
関
車
の
蒸
気
エ
ン
ジ
ン
と

走
行
装
置
を
製
作
中
で
す
。
今
後
、
全

科
の
技
能
を
合
わ
せ
て
駅
舎
や
レ
ー

ル
等
の
製
作
に
入
り
ま
す
。
校
内
を

走
る
機
関
車
の
姿
を
想
像
す
る
と
、

完
成
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。 

↑
各
科
メ
ダ
リ
ス
ト 

宇野太郎（小山南高卒） 

入賞者 

校
内
技
能
競
技
大
会
開
催 

Name 

村上風吹 
 

Cource 

建築設備科 
 

Hi g h s c h o ol 

高根沢高卒 

産技校に入校して、建築設備を学ぶ

中で、快適な暮らしを人々に届けるこ

とに魅力とやりがいを感じました。先

生に就職の相談をすると、親身に相談

に乗ってくれ、就職試験に関して、多く

のアドバイスをいただきました。また、

就職試験対策もしっかりサポートして

いただき、自信をもって就職試験に挑

むことができ、希望していた職種に内

定をいただくことができました。今ま

でこの学校で学んだことを活かし、チ

ャレンジする気持ちを常に持ち、立派

な社会人になります。 

水道配管系内定  

優 勝 
機：渡邉裕介（鹿沼東高卒）  制：中原伸吾（黒磯高卒）自：鈴木大翔（馬頭高卒） 

建：木村優太（宇都宮白楊高卒）情：海老原徹（矢板高卒） 

第二位 
機：飯倉竜太（宇都宮工業高卒） 制：山本純平（高認） 自：小室慶輔（日本大卒） 

建：小野澤佑真（高認）     情：滝沢涼太（矢板高卒） 

第三位 
機：正田瑞穂（矢板高卒） 制：篠崎健太郎（足利清風高卒） 

自：小野﨑康太（矢板高卒） 建：脇村貴大（宇都宮白楊高卒） 情：木村知志 

敢闘賞          （小山城南高卒） 
機：西翔大（高根沢高卒）  小澤康宏（宇都宮工業高卒） 

椋本誠仁（矢板中央高卒） 我妻裕太（今市高卒） 後藤直人（茂木高卒） 

制：高山宙士（宇都宮白楊） 間島尚斗（小山北桜高卒）神長隆宏（那須拓陽高卒） 

自：安齋竜二（黒磯高卒） 大金真樹（馬頭高卒） 小林史明（矢板高卒）  

建：桑添竜弥（宇都宮工業高卒） 

情：鈴木啓祐（小山高専修了）螺良光（那須清峰高卒） 
※機：機械技術科 制：制御システム科 自：自動車整備科 建：建築設備科 情：情報ネットワーク科を示しています。 

走
れ
、
産
技
の
技
能
と
思
い
を
乗
せ
て 

産技校に入って初めに思った事は、

「この学校でやっていけるのだろう

か」でした。理由は、専門科目の授業

が多くあり、授業名を見ただけで難し

そうだと感じたからです。しかし、先

生方は丁寧に勉強を教えてくれ、授業

の理解度が増し、勉強が楽しいと感じ

ました。様々な知識と技能を身に付

け、これらを自身の強みの軸とし、就

職活動を行うことで内定を頂くこと

ができました。私が大きく成長し、内

定をいただけたのは、学校の環境や先

生、仲間たちに恵まれていたためだと

思います。 

自動車部品設計関係内定  

１
月 

日
（
木
）
本
科
１

年
生
に
よ
る
校
内
技
能
競

技
大
会
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
、
入
校
か

ら
約
９
ヵ
月
間
に
学
ん
だ

知
識
、
習
得
し
た
技
能
を
競

う
大
会
で
す
。 

 

学
生
た
ち
は
こ
の
大
会

を
１
つ
の
目
標
と
し
て
練

習
を
重
ね
、
技
能
を
磨
き
、

そ
の
技
を
存
分
に
発
揮
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

大
会
で
は
、
白
熱
し
た
競
技

が
各
実
習
場
で
繰
り
広
げ

ら
れ
、
完
成
し
た
製
品
は
、

ど
れ
も
完
成
度
の
高
い
も

の
で
し
た
。 

 

競
技
終
了
後
に
、
皆
で
健

闘
を
称
え
合
う
姿
は
、
学
生

で
は
な
く
一
人
前
の
技
能

者
の
よ
う
で
し
た
。 

 

ま
だ
１
年
生
な
が
ら
、
高

い
技
能
を
持
っ
て
お
り
、
今

後
の
成
長
に
期
待
が
膨
ら

み
ま
す
。 

 

産 技 の 流 儀 
 

内定者の声 

イ
ケ
メ
ン 

 

決
定 

Name 

小椋雅喜 
 
Cource 

制御システム科 
 
Hi g h s c h o ol 

文星芸術大学付属校卒 

No. 

自
動
車
整
備
科
で
は
、
整
備
士
と
し
て

幅
広
く
活
躍
で
き
る
よ
う
整
備
以
外
の
実

習
も
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
内

の
板
金
塗
装
実
習
を
紹
介
し
ま
す
。
今
年

度
は
、
マ
ー
チ
、
フ
ィ
ッ
ト
、
ｂ
Ｂ
の
３

台
を
使
用
し
、
１
年
生
が
約
２
か
月
か
け

て
仕
上
げ
ま
し
た
。
例
年
よ
り
凹
み
や
傷

が
多
く
、
初
め
て
の
塗
装
実
習
は
学
生
に

と
っ
て
難
易
度
の
高
い
も
の
で
し
た
。 

磨
か
れ
る
感
覚
と
見
る
力 

講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
熱
心
に
聞
き
、

試
行
錯
誤
し
ま
し
た
。
最
初
は
、
な
か
な

か
コ
ツ
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
作
業
を
進
め
て
い
く
と
、
感

覚
を
つ
か
み
、
上
達
し
ま
し
た
。
車
が
完

成
す
る
頃
に
は
、
見
る
目
も
養
わ
れ
、
今

ま
で
見
え
て
い
な
か
っ
た
凹
み
や
歪
み

も
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
大
き
く
成
長
し

ま
し
た
。
学
生
は
、「
完
成
し
た
車
の
ク
オ

リ
テ
ィ
に
喜
び
と
充
実
感
を
感
じ
ま
し

た
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た 

自動車整備科 1 年生と完成した車両 

 

 
作業の様子 

 

 

11 

15 

29 


